
柳沢公民館利用者懇談会 

【柳沢公民館】 

開 催 日 時 令和７年９月 13日(土) 10時～11時 45分 

会 場 視聴覚室 

参 加 者 数 56団体 70人 （公民館運営審議会委員２人を含む） 職員 10人 計 80人  

今回のねらい ・参加者が社会教育機関としての公民館についての理解を深める機会とする。 

・参加者が公民館運営審議会に対する理解を深める機会とする。 

・市民と共同で実施している主催事業を紹介する。 

・公民館利用にかかる意見・要望を把握する。 

・来年度事業に対する意見・要望を把握する。 

・参加者、公運審委員、職員の三者が懇談し、交流する。 

次  第 

（形態） 

 

Ⅰ はじめに   

・館長あいさつ、職員自己紹介、警備員紹介、公運審委員の自己紹介   

Ⅱ 公民館運営審議会から 

Ⅲ 公民館について 

★新公共施設予約管理システムへの移行について   

１ 公民館からのお知らせ 

２ 施設の利用について  

３ 災害が発生したら 

４ 公民館主催事業について 

(1)令和７年度公民館主催事業について（担当から簡単な講座紹介） 

(2)事業へのご意見・ご要望 

Ⅳ 団体・サークルの活動に関して  

１ 各団体・サークルの催しの紹介  

２ 会員募集等について （事業係長） 

(1)公民館だより  会員募集、催し物 

(2)チラシの配架、ポスターの掲示 

   (3) サークル紹介ファイル 

(4)伝言板について 

Ⅵ 公民館に対する意見・要望 

公民館側からの

連絡事項等 

Ⅱ 公民館運営審議会から 

公運審委員（学識経験者）： 

公民館長の諮問機関であり、住民参加の制度である公民館運営審議会が設置されてい

る。公運審紹介の冊子を４年前から作成している。市の文化、学習活動がどうすれば豊か

になるか、対立する意見もバシバシ言いながら活動している。この懇談会では他のグ

ループ、講座にも関心をもってほしい。 

公運審委員（児童委員）： 

西東京市公民館の活動を次の世代へつないていくために、公民館を応援したい市民だ

れもが参加できる、公民館と市民をつなぐしくみ「公民館サポーター」活動を始めている。興

味のある方は是非。 

 

Ⅲ 公民館について 

★新公共施設予約管理システムへの移行について 

１ 公民館からのお知らせ 



(1)フリーWｉ-Fiの利用について 

(2)視聴覚室の映像・音響機器について   

(3)クールシェアスポット、クーリングシェルターについて   

(4)給水機の設置について 

 

２ 施設利用について 

(1)部屋の当日貸出について 

(2)打ち合わせを目的とした印刷室の使用について 

(3)施設利用にあたってのお願い 

・二酸化炭素濃度計測器の設置について 

  ・部屋の利用の開始時間について 

・来館者用駐車場の利用について 

・備品・印刷機の利用申し込みについて 

・視聴覚室の備品の収納について 

 

３ 災害が発生したら 

配布資料に沿って火災と地震、それぞれの対応について説明。 

 

４ 公民館主催事業について 

 今年度の柳沢公民館主催事業、全 13事業について、各担当職員から紹介。 

 以下の事業については、講座参加者やスタッフなど市民の方から補足をいただいた。 

【BOSAI カフェ（BOSAIカフェの会）】 

被災地も東京にいると他人ごとになるが、垣根を低く学んでいきたい。日本に住ん

でいる限り仕方ない、皆さんに知ってもらいたい。我々も勉強していきたい。今年度

３回ほど実施予定。 

【みんなで踊ろう！やぎさわディスコ（やぎさわディスコ実行委員会）】 

障がいのある・なし問わず、年齢もまぜこぜで 60数人でやっている。10/5分は 

9/25から受付開始。なるべくディスコに近づけるような雰囲気で行っている。 

【現代社会を考える講座（広場市民のタネ）】 

  準備会をもって歴史を区切って追っている。毎年、準備会を月１回、前年度の受講

者の中から世話人として残っている方達と実施。今年で 10 年目。自分の生活に引き

寄せて、照らし合わせながら学んでいる。参加者同士の話し合いもとても勉強になる。 

【ヤギフェス（フォト倶楽部保谷）】 

今年で 14回を迎える。実行委員会にて皆さんと企画検討を重ねて準備をしている。

昨年度、アスタビジョンで１分間の紹介動画を放映した。今年は「シン・ヤギフェス」。

「新しい」ヤギフェスになるのでは。 

【公運審委員】 

サークルからも「自分たちはこんなことができる」「こんなことをしよう」と声を

上げていただいて、ぜひ事業化をめざしてほしい。 

 

Ⅳ 団体・サークルの活動に関して 

１ 各団体・サークルの催しの紹介 

下記の 11団体が挙手のうえ、会や催し物について PR。 

→いずみコーラス、保谷ハーモニカアカデミー、パレット色えんぴつ、BOSAI カ  

フェの会、彩友会、三田会、ぽくるーむ、共歩（TOMOPO）、グループ群彩、ア

ンサンブルステラ、茨木のりこの家を残したい会 



 

２ 会員募集等について 

 (1) 公民館だより 会員募集、催し物 

(2) チラシの配架、ポスターの掲示 

 (3) サークル紹介ファイル 

(4)伝言板について 

 下記の３団体が、会の状況や会員募集を呼びかけ。 

【ピアノサロンリベラ】 

先月、発足した。会員募集中。ピアノから離れてしまっていた方、大人のためのピ

アノの弾き合い会。 

【ＢＯＳＡＩカフェの会】 

団体として立ち上げたのは今年４月。会員が少ない。一緒に勉強してくれる方、募

集中。 

【三友会】 

民謡。尺八、三味線、歌。20名ぐらいから３名になってしまった。みな 80歳過ぎ。

民謡を広げていきたいと思っている。 

 

Ⅵ 公民館に対する意見・要望 

・社会教育課が組織改正で、地域学習推進課となった。意図は？ 

 →図書館を含めて、どうしたら社会教育をよりよくしていけるか、連携を深めるべ

く定期的に教育部内で話し合っている。 

 ・公運審委員： 

グループトークがなかったのはさびしいと思っていたが、参加者の皆さんの発言が

多く普段聞けないお話が聞けておもしろかった。 

・公運審委員： 

公民館サポーターとして是非一緒に 

 

印象、反省点 新予約システムの説明に時間を使うため、グループに分かれての懇談は取りやめた。 

そこを補うため、事業説明や催し物の PR、会員募集の時間では、なるべく多くの参加者が発言

できるようにプログラムを組んだ。ここ数年でのグループワーク実施の効果もあったのか、後半

は参加者から次々と手が挙がり、和やかな雰囲気で終えることができた。グループワークではグ

ループ内での共有になるが、今回は会場全体で共有することができ、このやり方のメリットも認

識できたため、今後どのような運営をしていくか検討する材料としたい。 

配布資料 次第 

資料１ 公民館からのお知らせ 

資料２ 災害が起きたら、柳沢公民館避難経路図 

資料３ 令和７年度西東京市公民館事業計画抜粋 

新予約システム手続きフロー図 

公運審紹介 冊子  

 


